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　　　　　　　　 群集による

　車い す搭乗者追い越 し人間モデル の研究

A　Study　on 　Human 　Model　of　Pedestrian

　　Group　Overtaking　Wheelchair　User
松倉洋史、勝原 光治郎、宮崎恵子 、桐谷伸夫

　　　　　　　　平成 15年 3月
　　　　 日本航海学会論文集第 108 号

　平成 12 年 に 「高 齢 者 、身 体 障 害者 等 の 公 共 交 通機

関 を利用 し た移動 の 円 滑化の 促進 に 関す る 法律 （交通

バ リア フ リー法 ）」が 制 定され、他 の 交通 機 関 と 同 様 に 、

船 舶 にっ い て もバ リア フ リー技 術 基 準 が 定 め られ た。

今 後 、バ リア フ リー技 術基準 に適合 した 船舶 の 増加 に

よ り、車い す利用 者 に よ る 船舶 の 利用 が促進 され る と

予想 され る。し か し、車 い す利用者 が車 い すを用い て

歩行者 と共 に避難す る 際、避難性能 が どの よ うに 変化

す るの か に関す る研 究 は ほ とん ど行 われ て お らず、そ

の 解 明 が急 務で あ る。

　本報告で は、車 い す搭乗者 と歩行者 の 集団 （以 下 、

群集 とい う）が 船内通路で 避難を行 う際の 挙動 に 関す

る実験 を も とに、直線 通 路を 対 象に 非パ ニ ッ ク状態 の

群集 が車 い す 搭乗 者 を 追 い 越 す 際 の 群集 歩 行 モ デル を

提案 した。そ して 、モ デル を 基 に シ ミ ュ レ ーシ ョ ン プ

ロ グ ラ ム を 開発 し、シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 結果 を実 験 と比

較 す る こ とに よ り、定 性 的 お よび 定 量 的 な妥 当性 を検

証 し た。本 モ デル は、今後、階段 ・段 差 ・扉等 の 避i難

性能 に 大 きな影響 を 与 え る と され る 状況 に 対応 す る 歩

行 モ デル へと発展 させ るた め の 基 礎モ デ ル で あ る。

　 従来、歩行モ デ ル は ポ テ ン シ ャ ル 等の 物理現象を用

い て モ デル 化 され た もの が 多 く見 られ る が、本研究で

は 予測
・
修 正行動等 を含む 人間 の 認知 サ イ クル や、区

間毎の 行 動選択 規 則等 を用 い る こ とに よ り、人 間 の 思

考方式 に 即 し た 単純なル
ー

ル を用 い たモ デル で あ りな

がら、集 団 行動を実現 し、また実験 とよ く
一

致す る結

果 を 得 る こ と が で きた 。
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　防汚塗料 へ の 有機 ス ズ 化合物 の 使用 を禁止 す る条約

が 採択された が、その 実効性 を確保す るた め に は、船舶

の 防汚 塗料中の 防汚物質を検査す る方法 が必要 と され

て い る。そ こ で、船舶 検査又 はポートス テートコ ン トロ

ー
ル （PSC ）の 現場 にお い て 、塗 膜 サ ン プル の 採 取 とス

ズ元 素を対象 とす る 1 次試験を行 い 、ス ズ が検出 され た

際 は、ガス ク ロ マ トグラ フ 質量分析法に よ る 2次試験を

分析専門機関で行 う検査方法を提案する。

　1 次試験 で は、蛍光 X 線分析 に よ りス ズ 元 素 の 含有 を

検証する。こ の 場合、サ ン プ ル の 採 取厚 さの 影 響 を受 け

に くい ス ズ L α 線 を 対象 とす る。こ の た め、エ ネル ギー

分解能が 高くか つ 液体窒 素等 を必 要 と しな い エ ネ ル ギ

ー分散 方式の SDD 型 X 線検出器 を採用 し た。ス ズ元 素

が 存 在 しな い 場 合 は 有機 ス ズ 化 合 物 が 存在 し ない こ と

は 明 らか で あ る。適 当 な判定 基 準値 を決 めれ ば、禁止 物

質以 外 の ス ズ 化 合物を識別 し て 実質上 禁止 物質 を検査

現場で 即時 に 判定 す る こ ともで き る。本研 究 で は、検査

専用 ソ フ トウエ ア を 開発 した e こ れ に よ り、分析 専門家

で は ない 船舶検査官で も容易に操作
・
判定 が 可能で あ る。

　 ス ズが 検出された場合は、必要に 応 じて ガ ス ク ロ マ

トグラ フ 質量 法 に よ る 2次 検査 を実施す る こ とに よ り

科学的 に厳 密 な判 定 も可 能 で あ る 。
2 次 試験方法 の 確

立 の ために は、試料の 前処理方法、詳細 な分析 手順、

結果 の 判定基 準等の 検討が 必 要で あ る。

　 上 記 の 検 査 を実施す る た め の 船体 か らの サ ン プ ル 採

取 方法 は、船体 に重大な損傷を与 えず、容易で 作業者間

の 差 が 小 さい 方法 で あ る必 要 が あ る．試作 した サ ン プ リ

ン グ装 置 は、直径 約 10mm 程度 の ディ ス クの 表面 に研

磨 紙 を貼付 し、塗 装 面上 に 押 しつ け て モ
ー

タで 回 転させ

て 、船体表 面 か ら塗 料 断 片 を削 り取 る方式 で あ る。

　試 作 した 装置 を用 い て 、実 船 塗 装か ら の サ ン プ リン

グ を試 み た。実船 に お い て 試験 した と こ ろ、分析 に十

分 な 量 を採取 した 場合 の 塗装面 の 損傷 は、表面 か ら

20μm 以 下 で あ っ た。採取 したサ ン プル を 1 次検査装

置で 分析を 行 っ た と こ ろ、非 ス ズ 塗 料 で あ っ た た め ス

ズ の 検出は され な か っ た が、塗 装 の 検査 へ の 適 合性 は

確認 す る こ とが で きた。
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